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沿岸資源動向基礎調査事業 
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目的 

収益性が低下する三重県の沿岸漁業の持続，再生を図

るためには，資源の動向に応じた合理的な資源の管理，

利用が必要である。これを実現するには，資源やそれに

インパクトを与える漁業の現況を的確に把握すること，

すなわち資源評価を行うことが不可欠である。そこで，

当事業では，沿岸重要資源の漁獲実態（漁獲量や努力量，

漁獲物組成等）や生態的特性を調べ，それらに基づく資

源評価を行うとともに，資源の持続的な利用に向けたよ

り実効性の高い資源管理方策を検討する。 

 

方法 

1 沿岸重要資源の資源評価 

 三重県の資源管理計画に記載され，比較的回遊（移動）

範囲が狭い沿岸重要資源を対象に，漁獲量や努力量（出

漁隻数，出漁日数，経営体数等）等のデータを収集する

とともに，漁獲物の魚体測定（体長・体重測定，成熟状

況の観察等）を行い，それらを用いて現状の資源評価を

行った。カマス類（ヤマトカマスおよびアカカマス），

カサゴ，ヨシエビ，ガザミ，マダコ，マナマコ，サワラ，

イカナゴ，イセエビ，アワビ類，アサリ，ハマグリ，サ

ザエ，マダイ，ヒラメ，イサキ，スズキ，マアナゴ，ク

ルマエビ，ヤマトシジミの 20 魚種について評価を行った。

なお，このうち 7 魚種（マダイ，ヒラメ，イサキ，スズ

キ，マアナゴ，クルマエビ，ヤマトシジミ）については，

別事業である「ICT を活用した新たな資源管理システム

構築事業」で資源評価の精度向上に取り組み，その結果

をここでは用いた。さらに，サワラ，イカナゴ，イセエ

ビ，アワビ類，アサリ，ハマグリ，サザエの 7 魚種につ

いては「ICT を活用した新たな資源管理システム構築事

業」で実施した令和元年度の結果を用いた。 

 

2 伊勢湾口の重要資源把握調査 

 多くの漁業者によって様々な魚種が漁獲されている伊

勢湾口の水産資源について，資源状況や特性を把握する

ために漁獲データの収集や標本船調査を実施した。標本

船調査では，鳥羽磯部漁協の菅島地区の一本釣り漁業者

3 名と答志地区の流し刺し網漁業者 2 名に操業日誌（時

間，場所，漁獲物等）の記入を依頼した。 

 

3 各地区で取り組む資源管理計画の実践支援 

 県内の漁業者が取り組む資源管理計画について，効果

の評価，検証を行った。今年度は，平成 23 年度または平

成 28 年度に資源管理計画を作成し，取組期間が終了する

19 計画について，取り組みの効果を検証した。漁業種類

別では定置網漁業が 9 計画，まき網漁業が 1 計画，サン

マ棒受網漁業が 1 計画，一本釣り漁業が 1 計画，刺し網

漁業が 3 計画，船びき網漁業が 1 計画，小型底びき網漁

業が 2 計画，海女漁業が 1 計画であった。 

 

結果および考察 

1 沿岸重要資源の資源評価 

令和元年度における三重県沿岸重要資源の資源評価結

果を表 1 に示した。資源評価対象種 20 種のうち，資源水

準が「高位」と評価されたのは 5 種（ヒラメ，スズキ，

クルマエビ，イセエビ，サワラ），「中位」と評価され

たのは 3 種（マダイ，サザエ，ハマグリ），「低位」と

評価されたのは 10 種（カサゴ，ヨシエビ，ガザミ，マダ

コ，マナマコ，イサキ，マアナゴ，ヤマトシジミ，イカ

ナゴ，アサリ）であった。また，カマス類のうち，ヤマ

トカマスは「中位」，アカカマスは「低位」，アワビ類

のうち，クロアワビは「中位」，赤アワビは「低位」で

あった。資源水準が高位で，資源動向が横ばい～増加傾

向にある資源状態が良好な資源はヒラメ，スズキ，クル

マエビ，イセエビの 4 種，一方で，資源水準が低位で，

資源動向が横ばい～減少傾向にある資源状態の悪い資源

はアカカマス，カサゴ，ヨシエビ，ガザミ，マダコ，マ

ナマコ，イサキ，マアナゴ，ヤマトシジミ，イカナゴ，

アワビ類（赤アワビ），アサリの 12 種に及んだ。本県沿

岸の資源は，全般に良くない資源状態にあると判断され

る。 

 

2 伊勢湾口の重要資源把握調査 

 これまでの調査で，菅島地区の一本釣り漁業者は季節

に応じた操業を行い，また漁業者ごとに操業形態も大き

く異なることがわかった。令和 2 年度の調査では，主に

マアジを対象とする漁業者が 1 名，マアジとサワラを対

象とする漁業者が 1 名，マアジ，イサキ，スルメイカ，

タチウオなどを対象とする漁業者が 1 名であった。マア

ジを対象とする漁業者の漁獲量は約 800㎏で前年の約 50

0 ㎏を大きく上回った。残りの 2 名は前年に引き続きマ

アジに対する漁獲努力量が減少し，サワラやタチウオ，
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スルメイカを漁獲していたため，マアジの資源状況等を

把握するには情報不足であった。スルメイカは前年の約

1.5 倍の約 350kg，タチウオは前年並みの約 400kg 漁獲さ

れた。サワラは約 1.6 倍の 900kg 漁獲された。サワラに

ついてはマアジへの努力量が減少した結果，漁獲量が増

加したと考えられた。 

答志地区の流し刺し網漁業者はサワラを対象に許可期

間である 7～12 月に操業していた。流し刺し網で漁獲さ

れた月別のサワラの漁獲量，CPUE（kg／網数）は 12 月

を除き，漁獲量，CPUE ともに安定していたが，全体を

通して過去 3 年に比べて低調となった。2 隻合計の年間

漁獲量は約 16.2トンであり前年（21.9トン）を下回った。

主に伊勢湾内で操業する一本釣りの漁獲量も少ないとの

情報であり，伊勢湾内のサワラの資源が 2017～2019 年に

比べ少なかったと考えられた。平均体重は 2019 年で小さ

かったが，2020 年は 2017 年，2018 年とほぼ同様の魚体

重となった。 

 

3 各地区で取り組む資源管理計画の実践支援 

 計画策定から 5 年目あるいは 10 年目を迎える 19 計画

では，主に定期休漁を基本とした資源管理に取り組んで

いる。このうち 9 計画を占める定置網漁業では，主な漁

獲物は回遊魚であり，その来遊によって漁獲量が左右さ

れるものの，定期休漁による漁獲努力量の削減は資源管

理に一定の効果があると評価された。ただし，九鬼地区

では継続した漁獲データ得られておらず，資源管理計画

の効果は不明であった。まき網については，資源状態が

良いマサバやマイワシを選択的に漁獲しており，資源を

有効活用していると評価された。一本釣り漁業ではイサ

キの体長制限を実施後，漁獲物の大型化がみられており，

資源管理の効果がみられると評価された。刺し網漁業の

3 計画はイセエビを対象としており，良好なイセエビ資

源に支えられ漁獲量，水揚金額は安定している。小型底

びき網では，漁獲量や水揚金額は減少傾向であるが，努

力量の削減により CPUE の減少はみられず，資源管理の

効果は得られていると評価された。海女漁業は CPUE が

増加傾向にあることから資源管理の効果は得られている

と評価された。サンマ棒受網はサンマが全く来遊せず，

漁獲量が激減し，経営が厳しくなっている。サンマの来

遊の減少に合わせて努力量を減少させており，現在の取

組を継続する必要があると評価されたものの，他魚種の

利用や複合経営化等について検討する必要があると考え

られた。船びき網漁業については，イカナゴ資源の減少

に伴い，休漁が継続している。引き続きイカナゴ資源の

ために取組を継続する必要があると評価された。一方で

資源が回復するまでの間は，マイワシやカタクチイワシ

など，イカナゴ以外の魚種を対象とした操業や複合経営

等，漁家経営の安定化に向けて検討していく必要がある

と考えられた。 

 

表 1.三重県における主要沿岸資源の資源評価結果（令和 2 年度評価）

 


